
岸
田
政
権
と
自
民
・
公
明
・
維
新
・
国
民
の
「
悪
政
４
党
連
合
」
に
よ
っ
て
終
盤
国

会
が
「
悪
法
製
造
マ
シ
ー
ン
」
の
よ
う
な
異
常
な
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
入
管
法
改

悪
案
、
軍
拡
財
源
法
案
な
ど
悪
政
阻
止
の
た
た
か
い
が
ヤ
マ
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

解
散
・
総
選
挙
含
み
の
緊
迫
し
た
情
勢
の
大
激
動
の
な
か
、
党
が
国
民
の
中
に
打
っ

て
出
て
、
宣
伝
と
た
た
か
い
を
広
げ
、
党
躍
進
の
風
を
起
こ
す
た
め
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

        もとむら伸子衆院議員 すやま初美比例候補 

 

 

 
  

き
た
る
衆
院
総
選
挙

の
比
例
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
、
２
議
席
獲
得
へ
全

力
で
挑
み
ま
す
、
す
や
ま

初
美
で
す
。 

国
会
で
は
平
和
と
暮

ら
し
を
壊
す
悪
法
を
、
自

民
・
公
明
・
維
新
・
国
民

が
一
体
と
な
っ
て
押
し

「
な
に
よ
り
、
い
の
ち
。

ぶ
れ
ず
に
、
つ
ら
ぬ
く
」

と
総
選
挙
で
訴
え
、
国
会

に
送
っ
て
い
た
だ
き
、
命

と
尊
厳
、
子
ど
も
た
ち
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
東
海
エ
リ
ア
の

自
民
党
議
員
が
、
大
軍
拡
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通
す
、
異
常
事
態
で
す
。
と
り
わ
け
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と

異
次
元
の
大
軍
拡
は
、
日
本
を
守
る
ど
こ
ろ
か
焼
け
野
原
に
し
か

ね
な
い
危
険
な
道
で
す
。
岸
田
大
軍
拡
と
憲
法
破
壊
を
許
さ
ず
、

平
和
の
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
を
貫
く
日
本
共
産
党
の
議
席
増
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。 

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
党
の
経
済
政
策
と
、
政
治
を
変

え
る
希
望
を
届
け
、
も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
と
と
も
に
、
全
力

で
議
席
を
獲
り
に
い
き
ま
す
。
ま
た
全
国
で
、
男
女
の
賃
金
格
差

が
最
も
大
き
い
東
海
エ
リ
ア
か
ら
、
誰
も
が
力
を
発
揮
で
き
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
扉
を
こ
じ
開
け
る
決
意
で
す
。 

や
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
、
殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出
を
政
府

に
促
し
、
平
和
憲
法
を
壊
す
先
頭
に
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
に
は
日
本
共
産
党
の
さ
ら
な
る
議

席
が
必
要
で
す
。 

比
例
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
す
や
ま
初
美
さ
ん
と
と
も
に
日
本
共

産
党
の
２
議
席
を
必
ず
勝
ち
抜
く
決
意
で
す
。 

台風２号災害 
もとむら、すやま
両氏 豊橋、静岡
調査へ 


